
第
五
號

第
噸
巻
亀

第
五
冊

メ
ー
ぞ
ド
2
ビ
ラ
ン
の
四
つ
る
迄

錦
　
田
　
義
　
富

515

　
歓
湖
入
交
史
上
第
十
八
漫
紀
程
、
哲
學
の
便
値
の
認
識
せ
ら
れ
、
哲
學
者
の
威
力
の
登
揮
さ
れ
だ

時
代
は
働
か
ら
う
。
武
鋤
懸
れ
な
き
地
上
の
王
者
が
、
精
測
界
の
一
從
卒
た
る
乏
を
無
上
の
光
榮

と
し
た
時
代
で
あ
っ
π
。
　
嚇
董
の
野
花
に
實
在
の
紳
秘
を
観
ず
る
よ
う
竜
、
格
言
集
と
も
見
る
べ

き
「
入
間
論
」
を
歌
ひ
し
詩
人
が
代
表
的
作
家
た
ウ
し
時
代
で
あ
っ
だ
。
ノ
ぎ
ド
ぞ
ダ
ム
の
高
塔
、
マ

デ
ン
～
ヌ
の
伽
藍
に
随
喜
の
涙
濃
ぐ
人
稀
れ
に
し
て
、
サ
ロ
ン
に
製
遣
せ
ら
れ
ヵ
参
し
無
紳
論
て

ふ
薪
宗
敏
に
潟
仰
す
る
民
衆
多
か
う
し
時
代
で
あ
っ
π
。
危
篤
の
病
床
に
見
舞
へ
る
友
に
向
っ

て
，
「
吾
が
健
康
を
話
題
と
な
す
勿
れ
、
我
等
の
問
に
は
永
遠
な
る
竜
の
の
外
に
問
題
あ
る
べ
か
ら
ず
」

　
　
　
　
メ
…
ヌ
．
ド
ゥ
・
ビ
ラ
ン
の
禺
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
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哲
學
研
究
　
　
纂
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
二
、

と
叫
び
し
入
さ
へ
出
で
し
時
代
で
あ
σ
た
。
二
代
學
者
の
抱
負
は
哲
婦
に
よ
っ
て
有
ら
ゆ
る
人

文
活
動
を
規
正
指
導
し
、
理
性
の
下
に
凡
て
の
精
騨
活
動
を
從
薦
屈
服
せ
し
む
る
に
あ
っ
沁
。
彼

等
は
人
交
慣
値
の
国
書
者
た
る
の
み
な
ら
ず
、
亦
實
に
奨
創
造
者
た
る
ξ
を
期
し
た
。
罪
し
て
彼

等
は
大
な
る
程
度
迄
之
を
實
現
す
る
ε
に
成
功
し
π
。
立
法
者
は
須
ら
く
哲
人
凍
る
べ
し
と
の

プ
ラ
き
書
ン
の
夢
は
、
二
千
年
後
の
「
健
全
な
る
悟
性
b
人
達
に
よ
つ
て
現
實
に
さ
れ
だ
。
實
に
第

十
八
世
紀
は
丈
宇
蓮
ウ
に
唇
學
的
世
紀
縣
で
あ
っ
た
。

　
擁
込
幾
の
如
参
愈
重
は
如
弼
の
方
法
に
よ
っ
て
魔
ち
獲
ら
れ
凌
で
あ
ら
う
か
。
何
を
源
み
と

し
て
し
か
く
威
力
を
恣
に
し
得
力
で
あ
ら
5
か
。
聖
者
が
或
は
畢
朋
暢
達
或
は
激
越
奔
放
の
筆

を
揮
っ
て
、
男
工
に
し
で
錨
綜
を
極
む
る
宇
宙
人
生
の
大
問
題
を
易
解
な
ら
し
め
興
味
あ
ら
し
む

る
や
う
骨
折
つ
た
篤
め
竜
あ
る
で
あ
ら
3
。
・
實
に
當
駅
程
早
堀
と
文
學
と
が
密
接
な
る
關
係
に

立
つ
π
ε
は
稀
で
あ
っ
カ
、
哲
若
者
と
丈
曝
者
と
の
け
じ
め
を
つ
け
兼
顧
る
程
で
あ
る
。
叉
何

時
の
世
如
侮
な
る
塵
に
て
．
竜
人
に
と
っ
て
常
に
親
し
く
永
し
な
へ
に
闘
心
の
中
心
と
な
る
「
人
間

の
研
究
」
が
哲
學
の
主
要
問
題
で
あ
っ
π
爲
も
あ
ら
う
。
意
識
現
象
心
身
相
關
現
象
の
心
理
學
的

乃
至
心
理
生
理
學
的
研
究
が
最
竜
盛
に
行
れ
究
時
代
で
あ
っ
控
。
　
ヴ
ァ
ス
コ
・
ダ
・
ガ
マ
、
コ
ロ
ン
ブ

ス
等
の
地
理
上
の
玉
笹
見
、
コ
ペ
μ
ニ
カ
ス
、
ケ
、
プ
ラ
i
、
ニ
ウ
塾
ン
等
の
天
文
下
上
力
學
上
の
大
登



5ユ？レ

見
に
よ
っ
て
ゴ
ざ
一
と
痂
の
カ
な
る
と
を
見
せ
つ
け
ら
れ
て
以
來
、
犀
鳥
科
學
の
萬
能
を
夢
疑

ひ
な
き
者
と
忽
直
し
、
一
切
の
事
務
を
「
自
然
」
と
し
て
考
察
す
べ
さ
竜
の
と
畳
悟
す
る
に
至
つ
力
爲

も
あ
ら
う
。
　
否
旧
暦
眞
實
の
所
を
云
（
、
ば
、
ぺ
｝
コ
ン
、
デ
カ
ル
卦
の
二
哲
半
者
に
よ
っ
て
、
乙
の
目

黒
し
き
「
自
然
征
服
あ
秘
訣
が
「
肖
然
の
理
解
」
に
あ
る
ど
、
而
し
て
共
理
癬
の
方
法
が
経
験
的
蹄
納
法

と
歎
二
葉
演
繹
法
と
の
外
に
あ
ら
ざ
る
、
と
を
朋
晦
例
然
と
説
示
さ
れ
て
以
來
、
實
在
の
紳
秘
、
入
性

の
機
微
、
世
相
の
紛
糾
も
同
一
の
見
方
同
門
の
取
扱
に
よ
っ
て
残
る
隈
な
く
閾
擁
統
御
し
得
る
竜

の
、
叉
し
か
な
す
べ
き
者
と
確
信
す
る
に
至
っ
た
偽
め
竜
あ
ら
う
。
殊
に
は
宗
敏
道
徳
政
治
が
軍

に
既
成
傳
承
な
ゑ
と
の
網
田
を
後
楯
に
し
て
、
志
野
に
不
當
の
獅
歴
謂
な
き
屈
服
を
強
要
し
π
國

（
稀
國
の
如
き
）
に
於
て
は
、
破
邪
顯
正
の
方
穫
と
し
て
、
麹
然
界
に
聖
経
せ
し
方
法
が
直
ち
に
人
事
堺

に
適
用
さ
れ
だ
埋
め
も
あ
っ
カ
で
あ
ら
う
。
何
れ
に
喫
せ
，
よ
文
藝
復
興
期
に
碍
畳
め
た
る
慮
融

の
精
赫
が
情
意
の
執
着
を
迷
妄
と
し
て
退
け
、
「
理
性
を
有
ゆ
る
織
に
於
て
公
然
使
用
し
㌧
推
理
し
～

（
図
鍵
ゆ
”
凶
器
翼
雪
蜜
凹
雪
崔
σ
登
噌
Q
。
己
。
算
薯
ゴ
Φ
ま
ω
。
ζ
h
δ
膨
く
H
漏
の
●
。
。
⑦
i
。
。
鱗
）
随
腱
に
永
劫
虜
同
の
「
自
然
」
を

婁
見
し
，
此
理
性
的
認
識
に
從
っ
て
一
切
の
生
活
關
係
を
規
定
し
、
之
を
以
づ
．
て
凡
て
の
評
債
の
標

準
と
な
し
た
、
と
云
ふ
翻
に
啓
蒙
の
本
頒
が
あ
る
の
で
あ
ら
5
。
約
あ
て
言
へ
ば
翼
然
圭
義
優
越

の
宣
傅
と
承
認
～
競
に
哲
學
の
軽
重
、
學
者
の
権
威
が
墓
礎
づ
け
ら
れ
で
居
だ
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
メ
！
ヌ
・
劉
ウ
。
ビ
ラ
ン
の
出
　
つ
る
麹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
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哲
墨
研
究
　
第
五
號

二

　
啓
蒙
患
潮
は
、
夙
に
革
命
を
成
就
し
て
励
會
の
制
度
組
織
整
頓
し
人
文
の
華
響
く
に
最
も
好
適

凍
う
し
英
國
の
學
者
に
よ
っ
て
先
づ
提
唱
せ
ら
れ
、
現
實
の
腐
敗
醜
悪
を
極
あ
た
る
政
治
的
耐
會

的
朕
態
に
封
比
し
七
理
想
と
も
見
ゆ
る
隣
國
の
交
化
に
心
卑
し
π
ウ
し
佛
國
の
丈
人
學
者
に
よ

っ
て
傘
入
宣
降
せ
ら
れ
、
三
十
年
戦
璽
の
痛
手
漸
く
癒
え
て
生
民
少
し
く
其
堵
に
安
ぜ
ん
と
す
る

に
際
し
て
四
々
七
年
戦
争
の
起
る
あ
垂
民
族
と
し
て
國
家
と
し
て
末
だ
外
形
的
に
も
．
安
定
せ
ざ

馨
し
馬
鐸
に
波
及
し
て
多
少
の
開
展
を
見
た
る
ば
か
う
、
此
思
潮
の
波
の
最
竜
勢
猛
に
打
寄
せ
打

返
せ
る
は
英
佛
二
國
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
綴
。
’

　
ロ
．
ク
が
實
在
に
鞭
て
論
議
す
る
に
先
ち
人
問
認
識
の
起
原
登
達
範
園
を
精
査
す
べ
↓
と
説

い
て
、
近
世
経
験
論
を
堅
い
地
盤
の
上
に
す
え
て
よ
ウ
以
來
、
外
界
飛
騨
を
否
定
す
る
バ
「
ク
レ
r

の
．
主
観
的
観
念
論
を
維
て
、
経
験
論
の
論
理
蘭
婦
結
を
示
す
と
云
は
る
る
ヒ
ュ
f
ム
の
懐
疑
論
に

至．

髢
?
、
時
あ
っ
て
プ
ジ
r
ス
㍗
ソ
婁
の
唯
物
論
．
ロ
置
ラ
ン
ド
の
理
神
教
マ
ン
デ
ヴ
ィ
ル
の
極
端

な
る
利
己
的
快
樂
詮
稚
導
せ
ら
れ
π
れ
ど
も
、
流
石
に
健
聖
な
る
常
識
を
旨
と
し
敬
虚
の
念
深
く

よ
く
知
信
の
並
存
に
て
満
足
し
得
禿
ウ
し
英
國
に
て
は
、
自
然
主
義
の
磯
展
は
極
あ
て
貞
然
の
駿



達
を
逡
げ
π
れ
ど
竜
其
必
然
の
婦
結
を
暴
露
す
る
芝
紬
縞
的
・
に
砂
か
つ
禿
。
懐
疑
論
者
と
し
て

名
高
き
ヒ
ュ
ー
ム
さ
へ
奇
形
蒲
上
學
に
晒
し
て
こ
そ
懐
疑
的
な
れ
、
正
忌
に
は
「
賓
護
論
の
父
う
さ
早

自
巴
ぴ
呂
脅
Q
㊦
ω
。
ぽ
亀
9
飾
』
三
栄
p
・
燦
難
。
。
・
・
H
・
こ
農
・
。
。
ミ
）
と
稻
す
る
を
可
と
す
と
善
く
哲
學
藁
家
も
あ
る
位

で
あ
る
。
　
然
る
に
回
衣
帯
水
を
隔
つ
る
焦
慮
の
啓
蒙
痴
者
は
、
奉
ず
る
腱
の
肖
然
主
義
の
理
論
的

賓
践
的
蹄
結
を
無
遠
慮
に
叉
大
忌
に
導
馳
出
し
た
ば
か
う
か
、
更
に
之
を
誇
張
し
危
愚
な
ら
し
め

て
揮
ら
ず
、
或
は
一
糸
鳳
れ
ざ
る
理
路
を
開
展
す
る
に
明
快
暢
逮
の
丈
を
以
っ
て
し
或
は
激
螢
煽

動
的
の
筆
を
以
っ
て
心
胸
に
訴
へ
、
進
ん
で
は
政
治
道
徳
宗
敏
等
の
人
文
機
能
を
彼
等
の
「
頭
麟
の

夕
明
」
の
結
果
を
以
っ
て
憂
改
規
正
せ
ん
と
努
力
し
π
。
殆
ん
ど
同
時
代
の
入
で
あ
っ
π
㌃
ユ
璽
ム

〆
嵩
昌
一
H
謡
α
）
と
デ
ィ
デ
明
言
（
H
四
日
Q
◎
一
H
唖
G
O
窮
）
の
著
作
を
占
め
ば
愚
ひ
央
に
過
ぐ
る
竜
の
が
あ
る
で

あ
ら
う
。

5’P9

　
　
　
　
　
　
三

　
佛
國
に
捨
て
し
か
く
徹
底
さ
せ
ら
れ
過
激
に
な
さ
れ
冷
感
的
に
さ
れ
た
の
に
は
既
國
特
∵
有
の

因
縁
が
あ
っ
だ
。
夙
．
に
近
世
の
初
期
に
於
て
、
典
雅
優
麗
の
丈
劃
切
深
刻
の
見
に
依
て
不
朽
の
名

倉
を
博
せ
る
ミ
セ
ル
・
ド
ゥ
・
奄
ン
テ
｝
ヌ
（
猿
。
ゆ
。
。
i
嶺
㊤
b
。
）
を
先
達
と
し
、
ビ
エ
ぞ
シ
ヤ
ロ
ζ
ド
記
↑
一
ぎ
8
）
、

　
　
　
　
メ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
ビ
ラ
ン
の
艦
　
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
・
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蕾
眉
　
㎜
學
　
　
耐
鱗
　
　
究
　
　
　
第
｝
五
　
瀞
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ

フ
ラ
ン
ソ
ァ
・
ず
ン
セ
（
嶺
誌
f
同
畠
登
、
に
よ
っ
て
人
心
に
刻
み
込
ま
れ
た
る
懐
疑
思
想
の
根
ざ
し
深

き
あ
ウ
、
デ
カ
ル
ト
象
霧
…
旧
＆
9
、
パ
ス
カ
ル
（
一
⇔
ゆ
こ
9
1
回
Φ
窃
楠
）
と
云
ふ
如
き
哲
學
者
思
想
家
に
し
て
同

時
に
大
数
學
者
だ
う
し
人
々
が
吾
人
の
思
惟
に
封
ず
る
数
學
的
方
法
の
重
要
旨
趣
を
明
画
せ
る

澄
め
か
、
一
般
に
記
臆
の
研
究
普
及
に
於
て
他
國
に
優
る
あ
ウ
、
此
二
機
繰
を
以
っ
て
す
る
竜
優
に

窟
然
圭
義
の
微
底
と
之
を
破
壌
的
蹄
結
に
導
く
に
足
っ
て
居
た
。
蓋
し
思
想
の
適
量
、
理
路
の
錯

綜
は
動
聞
す
れ
ば
朦
朧
晦
澁
に
照
る
の
弊
あ
ウ
、
思
考
の
明
晰
理
論
の
貫
徹
し
て
一
毫
の
憩
秘
を

も
許
さ
ざ
ら
ん
と
す
る
露
に
撒
學
の
本
領
が
あ
る
。
近
世
解
折
幾
何
學
の
租
だ
る
デ
カ
ル
ト
が

之
を
二
っ
て
學
問
の
模
範
と
し
．
哲
學
を
「
普
汎
数
學
」
だ
む
し
め
ん
と
企
賀
せ
る
亦
所
以
な
し
と
せ

ぬ
。
　
宗
．
教
．
心
に
雲
影
す
る
嫉
め
、
又
は
常
識
を
逸
せ
ざ
ら
尤
が
爲
に
必
然
の
論
理
を
柾
ぐ
る
が
如

き
は
、
数
學
の
訓
練
を
受
け
だ
る
佛
二
五
學
老
の
潔
し
と
し
な
か
っ
た
腱
で
あ
ら
う
。
（
人
の
知
る

如
く
此
國
の
暫
思
者
と
云
は
る
る
程
の
入
に
て
数
十
に
長
じ
な
か
っ
た
竜
の
は
稀
で
あ
っ
た
）
。
．

叉
懐
疑
の
人
は
疑
・
ふ
と
云
ふ
芝
共
事
自
身
に
多
大
の
興
味
を
滅
ず
る
竜
の
で
あ
る
。
疑
は
ん
と

欲
す
る
竜
疑
ふ
可
ら
ざ
る
根
本
原
理
を
登
見
せ
ん
と
す
る
人
は
「
我
在
ら
」
て
ふ
直
謹
に
も
達
し
ら

れ
よ
5
。
疑
ム
と
云
ふ
と
其
事
に
疑
ム
可
ら
ざ
る
前
提
の
潜
め
る
を
洞
見
す
る
人
は
疑
ひ
に
よ

つ
て
却
っ
て
普
押
下
當
の
認
謹
を
声
明
す
る
乏
も
出
來
よ
う
。
左
檬
な
る
理
論
的
執
着
や
沈
漕



　
集
中
を
映
げ
る
人
に
と
っ
て
は
疑
ひ
は
正
に
破
壊
の
最
良
武
器
ぞ
あ
る
。
極
め
て
無
難
作
に
其

　
債
値
の
相
勤
性
の
主
張
さ
れ
勝
ち
な
る
道
徳
宗
敏
政
治
等
細
身
的
方
面
に
於
て
破
壌
は
特
に
容

　
易
に
行
は
れ
る
。
佛
國
啓
蒙
期
の
自
然
主
義
の
鮮
や
か
な
る
開
展
を
見
せ
た
る
亦
怪
し
む
る
を

　
須
ゐ
糧
。
而
も
因
緑
は
そ
れ
の
み
に
審
き
な
い
。

　
　
佛
國
の
凡
て
の
思
想
家
の
仰
い
で
師
事
す
る
を
恥
ぢ
ざ
る
近
世
純
理
論
の
祀
π
る
デ
カ
震
ト

　
脱
型
人
の
思
想
申
に
翫
に
肖
然
圭
義
へ
の
推
移
を
促
す
契
機
が
多
分
に
含
蓄
さ
れ
て
居
力
の
で
あ

　
る
。
　
惟
ふ
に
其
認
識
論
は
継
歯
論
．
蟻
形
砺
下
畑
は
機
械
的
唯
物
論
、
其
實
践
的
態
度
は
個
人
的
享

　
樂
主
義
と
な
る
の
が
自
然
昏
々
の
僑
ら
ざ
る
本
領
で
あ
ら
う
。
今
啓
蒙
の
童
心
興
昧
と
な
れ
る

　
人
性
論
に
就
て
の
デ
カ
ル
ト
の
所
論
如
何
な
ム
し
か
を
回
顧
す
る
に
、
彼
は
動
物
は
輔
種
の
畠
動

　
機
械
に
し
て
「
蟹
が
う
」
を
本
質
と
す
る
物
質
と
同
じ
く
全
然
機
械
的
に
決
定
さ
れ
π
る
竜
の
な
る

　
こ
と
、
從
っ
て
其
心
意
作
用
は
聯
維
系
統
内
の
機
械
的
過
程
に
過
ぎ
ざ
る
乙
と
を
力
説
七
乍
ら
、
猫

　
り
人
間
は
物
心
二
實
膿
の
結
合
よ
う
な
る
竜
の
と
し
て
一
方
に
動
物
的
方
面
を
具
ふ
る
と
共
に

　
他
方
に
明
晰
合
盛
π
る
知
的
表
象
と
至
境
の
意
志
を
有
す
る
こ
と
を
許
し
た
。
．
さ
れ
ど
等
し
く

　
心
意
生
活
に
て
あ
ム
乍
ら
、
動
物
の
心
意
は
機
械
的
唯
物
的
に
し
て
人
知
の
煙
れ
の
み
肖
由
非
物

澱
．
質
的
な
う
と
は
受
取
ウ
難
き
厨
論
と
言
は
ね
ば
次
ら
毅
。
少
く
と
竜
極
め
て
不
明
筋
不
三
明
な

　
　
　
　
　
、
メ
！
ヌ
・
ド
ゥ
・
ビ
ラ
ン
の
田
つ
る
惣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七



　
　
　
　
　
軽
學
砺
究
　
第
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八

紘
　
る
考
方
と
謂
ふ
て
よ
い
で
あ
ら
う
。
加
之
ロ
ッ
ク
は
入
聞
の
表
象
作
用
竜
窮
極
す
る
腱
外
界
實

　
在
の
刺
戟
に
よ
つ
て
生
ず
る
威
性
的
威
畳
に
過
ぎ
ざ
る
こ
と
を
主
張
少
く
と
竜
示
唆
し
た
。
斯

　
る
上
は
寧
ろ
一
歩
を
進
め
て
入
間
の
精
聯
生
活
と
動
物
の
心
意
生
活
と
を
程
度
の
差
に
蹄
し
、
凡

　
て
の
心
意
生
活
を
滅
世
論
的
、
唯
物
論
的
に
見
る
が
デ
カ
ル
㍗
の
樹
立
せ
る
認
識
の
根
本
原
理
π

　
る
直
接
口
開
て
ふ
標
準
に
り
適
ぷ
所
以
で
は
な
い
か
。
否
更
に
徹
底
的
に
考
ふ
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の

　
主
知
圭
義
デ
ガ
ー
7
ト
の
濫
費
的
方
法
に
よ
っ
て
自
然
の
認
識
と
は
其
申
に
分
量
的
規
定
を
登
見

　
す
る
乙
と
な
参
と
敏
へ
ら
れ
疫
る
我
等
は
、
同
一
の
主
義
同
一
の
方
法
を
二
っ
て
心
意
響
動
を
も

　
考
察
す
べ
き
で
は
無
い
か
。
外
界
闘
士
に
謁
し
て
彼
れ
が
如
く
有
数
要
當
な
る
見
方
は
内
界
精

　
紳
に
甥
レ
て
竜
亦
等
し
く
有
雪
気
當
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
綴
。
　
”
ッ
ク
は
斯
く
考
へ
て
認
識
作
用

　
に
堅
し
て
経
験
的
心
理
登
生
的
研
究
を
行
ひ
彼
れ
が
如
く
艶
姿
に
人
胃
壁
瀞
の
秘
密
を
磯
い
禿
。

、
我
等
は
塊
研
究
を
層
一
碧
徹
鷹
的
に
学
行
し
デ
カ
ル
ト
の
所
説
に
含
ま
る
る
不
純
の
要
素
を
除

　
去
す
る
こ
と
に
努
力
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
叉
直
接
自
明
を
以
っ
て
言
は
ぜ
、
、
我
国
ふ
偏
と
云
ふ
如

　
き
高
等
な
る
思
考
作
用
は
極
め
て
整
合
的
な
る
過
程
で
あ
っ
て
時
間
上
除
国
後
に
磯
達
し
來
る

　
竜
の
で
あ
る
。
現
前
の
印
象
威
畳
こ
そ
何
人
も
疑
は
ん
と
し
て
疑
ふ
を
得
ざ
る
嚴
乎
た
る
第
一

　
事
實
で
は
無
い
か
。
佛
國
啓
蒙
學
者
の
胸
申
を
組
重
し
だ
慮
想
は
恐
ら
く
右
の
如
き
唱
の
で
あ
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つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
。
趨
然
は
所
記
に
非
ら
で
方
法
的
所
産
な
と
ウ
す
る
批
泣
訴
學
の
立
揚

よ
ウ
見
れ
ば
、
デ
カ
ル
ト
の
方
法
論
中
に
如
上
の
館
結
を
引
出
し
得
る
要
素
は
充
分
存
在
し
た
と

言
は
ね
ば
な
ら
諏
。
加
ふ
る
に
ガ
ッ
ず
ン
デ
ィ
の
デ
モ
ク
リ
ト
ス
を
復
活
せ
る
原
子
論
や
、
各
國

に
て
當
時
著
し
く
登
達
し
π
生
理
學
に
よ
つ
て
巧
に
施
さ
れ
た
生
命
現
象
の
機
械
的
説
明
は
唐

然
主
義
に
向
っ
て
多
大
の
樗
櫛
助
を
輿
へ
た
。

　
當
代
講
國
の
啓
蒙
痴
者
と
て
身
木
石
よ
ウ
な
れ
る
諜
で
は
な
い
。
温
い
情
熟
い
血
は
あ
っ
た
。

否
彼
等
が
鋭
利
な
る
メ
ス
を
揮
っ
て
内
は
心
意
の
活
動
よ
ム
・
外
は
既
成
の
歴
更
的
文
化
財
に
至

る
迄
分
析
解
剖
鯨
力
を
剰
さ
な
か
っ
た
の
に
は
高
い
人
道
的
動
機
が
働
い
て
居
尤
。
彼
等
と
て

軍
に
冷
静
な
る
論
理
的
整
合
の
要
求
だ
け
に
動
か
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
叉
懐
疑
の
爲
め

の
懐
疑
、
破
壊
の
重
め
の
破
壌
を
悦
ん
だ
人
ば
か
う
で
は
な
か
っ
た
。
學
は
天
下
の
爲
め
に
す
と

の
経
世
濟
民
の
志
に
動
さ
れ
て
敢
て
灰
墨
主
義
を
し
て
上
訴
の
利
創
を
揮
は
し
め
た
入
が
多
か
，

つ
禿
。
榊
の
賞
醤
の
名
に
よ
っ
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
僧
侶
の
卑
属
、
滋
雨
の
道
徳
習
慣
を
利
用
し
て

の
王
侯
貴
族
の
土
壌
は
如
何
に
無
告
の
民
衆
を
泣
か
し
あ
、
如
何
に
志
士
仁
人
の
血
を
湧
き
立
だ

し
泥
之
と
で
あ
ら
う
。
之
を
救
ふ
の
撹
他
に
無
し
、
「
自
然
的
㌧
永
劫
的
」
を
以
っ
て
「
歴
更
的
」
「
時
間
的
を

破
壊
す
る
に
あ
る
の
み
、
肖
頭
語
詐
．
を
特
性
と
す
る
理
性
の
名
に
よ
つ
て
動
評
す
れ
ば
筍
安
妥
協

　
　
　
　
メ
聖
ヌ
●
ド
ゥ
．
ビ
ラ
ン
の
出
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

九
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哲
學
研
究
　

第
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

に
趨
れ
ん
と
す
る
情
意
の
執
着
よ
ゆ
解
放
す
る
に
あ
る
の
み
。
斯
く
し
て
年
代
の
哲
學
者
は
一

面
博
愛
の
天
使
た
る
と
共
に
他
面
否
定
の
メ
フ
ィ
ス
㍗
フ
エ
レ
」
ス
だ
ら
ん
こ
と
を
期
し
た
。

謂
ふ
迄
竜
無
く
建
設
さ
る
べ
き
新
な
る
薩
會
、
理
想
の
國
家
は
多
撒
人
民
の
幸
輻
を
目
的
と
し
次

げ
れ
ば
な
ら
澱
。
　
ビ
ョ
　
〃
ン
ソ
ン
の
云
ズ
如
く
「
少
数
は
常
に
噺
に
し
て
多
数
は
常
に
正
し
い
」
。

而
し
て
之
が
實
現
の
爲
め
に
は
一
般
民
衆
の
同
心
協
力
に
待
π
ね
ば
な
ら
諏
。
か
く
し
て
當
時
々

の
識
者
は
自
己
の
無
勢
所
論
の
普
及
宣
揚
に
努
め
た
。
遜
俗
に
敷
迎
さ
れ
ん
早
め
に
は
理
論
は

李
明
に
し
て
交
章
は
威
激
的
で
な
け
れ
ば
孜
ら
ぬ
。
　
か
く
し
て
當
代
の
哲
學
は
常
識
的
激
登
的

だ
り
し
も
の
が
多
か
っ
た
。
（
「
百
科
僻
典
」
の
如
き
其
一
例
で
あ
る
）
。
而
し
て
特
定
人
の
哲
學
は
あ

れ
ど
竜
哲
學
一
般
な
る
竜
の
聰
し
と
さ
へ
稚
せ
ら
る
る
程
個
人
的
特
異
的
な
る
一
面
を
備
ふ
べ

き
筈
な
る
に
竜
拘
ら
ず
、
愈
愈
佛
國
の
哲
學
は
團
膿
的
協
同
的
な
る
竜
の
多
か
う
し
に
は
種
々
の

理
由
も
あ
っ
た
ら
5
け
れ
ど
竜
、
嚇
致
し
て
人
道
の
敵
に
當
ら
ん
と
す
る
實
際
的
動
機
竜
其
中
の

有
力
な
る
一
理
由
で
あ
っ
カ
ら
う
と
想
は
れ
る
。
（
「
百
科
跡
典
」
は
十
有
証
人
の
手
に
な
う
．
「
自
然
禮

育
」
に
は
五
人
の
編
纂
者
が
あ
っ
π
。
斯
る
共
同
編
纂
ふ
て
現
象
の
出
現
に
而
し
て
は
．
傑
禺
し
た

偉
大
な
思
想
家
の
居
ら
な
か
っ
た
こ
と
や
、
六
っ
て
思
想
か
大
如
上
極
め
て
類
似
し
π
こ
と
な
ど

が
大
切
な
源
因
で
あ
る
こ
と
は
云
ふ
迄
竜
な
い
）
。



四

　
　
ピ
エ
ル
・
べ
奮
ル
鱗
O
晒
刈
ー
ド
刈
8
）
に
よ
っ
て
傳
へ
ら
れ
、
ヴ
ォ
ル
テ
｝
ル
（
H
窃
り
麟
一
嵩
刈
Q
O
＞
に
よ
っ
て
、
再

　
び
移
植
さ
れ
た
含
糊
維
験
論
は
彼
等
の
手
に
よ
っ
て
翫
に
宗
敏
道
徳
に
封
ず
る
懐
疑
的
否
定
的

　
寒
月
へ
の
韓
向
を
可
な
う
の
程
度
に
あ
．
ら
は
、
し
て
居
た
。
進
ん
で
デ
ィ
デ
ロ
ー
，
（
一
刈
一
㏄
一
H
↓
G
O
恥
）
、
ダ

　
ラ
ン
ペ
童
ル
（
困
刈
國
“
一
H
刈
Q
◎
¢
◎
）
竺
鷲
の
「
百
科
桑
園
ハ
家
」
（
囲
口
。
胤
。
も
軌
象
馨
①
醍
）
に
欲
っ
て
経
u
輪
回
菰
謂
は
陥
鳳
側
寛
込
醸
へ
．
白
…

　
然
添
鵬
は
唯
物
論
へ
、
理
紳
敏
は
無
紳
敏
へ
、
淑
情
的
道
徳
は
利
己
的
道
徳
へ
と
明
和
　
な
る
縛
換
．
を
成

　
逮
げ
た
。
　
然
し
ア
ル
バ
事
ン
ト
・
ラ
ン
ゲ
に
よ
っ
て
「
＋
八
世
紀
佛
國
唯
物
論
を
鞭
つ
少
年
」
と
評
せ

　
ら
れ
（
巴
ぎ
言
ピ
導
σ
q
Φ
軸
O
Φ
・
。
。
一
μ
凶
O
窪
＆
霞
蜜
誉
陣
門
。
。
営
寒
寒
乾
出
・
Q
α
・
お
劇
・
）
ヰ
ン
デ
ル
バ
ン
ト
に
よ
っ
て
「
十

　
八
世
紀
唯
物
論
の
租
」
と
稻
ぜ
ら
れ
（
ヨ
巳
¢
笹
鍵
脅
9
・
ω
。
げ
・
9
目
撃
》
乞
ピ
冨
脅
H
o
。
・
色
b
っ
）
【
百
科
跡
典
家
」

　
よ
ウ
竜
早
く
あ
ら
は
し
ラ
・
メ
㍗
り
互
μ
ざ
⑩
i
慧
蟄
）
の
「
人
間
即
機
械
論
」
（
切
ぎ
影
諺
①
毒
重
宝
胃
。
同
起
。
。
）

　
之
そ
は
正
に
機
械
㈱
響
的
自
然
主
義
の
形
而
上
軍
慮
．
男
性
論
的
男
結
を
最
も
雄
辮
に
語
る
竜
の
で

　
あ
ら
う
。

　
　
彼
は
揚
言
し
て
曰
く
、
デ
カ
ル
㍗
が
其
機
械
的
嵐
然
耳
蝉
を
行
く
。
へ
き
腱
迄
行
か
し
め
ざ
ウ
し

騨
は
其
理
由
他
に
あ
ら
ず
當
蒔
・
の
儒
侶
の
迫
害
を
恐
れ
π
る
爲
め
強
て
も
沈
黙
を
守
ウ
し
の
み
。

　
　
　
　
　
メ
ー
ヌ
・
諾
壱
ラ
ン
の
概
つ
る
萢
r
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
・
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・
　
　
　
　
哲
墨
研
兜
　
錦
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二

さ
れ
ど
之
れ
學
に
忠
な
る
竜
の
の
な
す
．
べ
き
こ
と
に
は
あ
ら
じ
。
吾
人
は
今
デ
夷
卿
｝
の
翻
意

の
あ
る
慮
を
敢
て
公
言
す
る
竜
の
な
う
。
右
四
そ
は
翼
に
デ
カ
戸
ト
の
學
徒
な
れ
と
。
更
に
説

い
て
曰
く
、
デ
カ
ル
ト
の
肖
似
哲
學
を
徹
底
せ
し
む
れ
ば
、
目
的
観
は
了
然
退
く
べ
く
、
凡
て
の
運
動

は
之
を
衝
突
と
意
慾
と
に
還
元
し
得
べ
し
。
斯
く
し
で
残
る
庭
は
物
質
と
其
扇
動
と
の
み
。
機

械
的
に
見
る
と
は
唯
物
的
に
見
る
と
の
謂
で
あ
る
。
又
デ
カ
ル
ト
は
動
物
を
自
動
機
械
と
せ
う
。

要
れ
が
正
し
き
根
糠
の
上
に
立
て
ウ
と
な
ら
ば
、
同
｝
の
根
糠
は
人
聞
に
封
し
て
竜
亦
妥
當
で
あ

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
入
間
と
動
物
と
の
問
に
性
質
魚
種
珊
な
し
．
軍
に
分
量
上
の
相
蓮
あ
る
の
み
。

物
質
を
全
く
不
動
の
竜
の
と
解
す
れ
ば
≧
そ
心
身
相
關
分
難
問
起
る
な
れ
。
物
質
は
蕉
門
そ
れ

自
身
の
中
に
生
活
力
蓮
動
力
を
具
有
す
る
。
有
機
膿
の
生
命
現
象
は
乙
の
物
質
の
み
の
つ
か
ら

な
る
運
動
に
よ
っ
て
充
分
に
説
明
し
得
る
。
戚
畳
威
情
を
初
め
と
し
て
思
惟
無
意
に
至
尋
迄
種

々
の
働
を
現
ず
る
精
…
紳
な
る
竜
の
は
軍
に
漏
る
物
質
の
微
細
分
子
の
蓮
動
に
外
な
ら
な
い
心
　
要

す
る
に
器
質
は
騒
の
分
泌
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
と
。
彼
は
進
ん
で
如
上
の
所
説
よ
♪
必
然
出

で
為
る
無
言
論
、
威
畳
的
快
諾
説
（
良
心
の
呵
責
を
さ
へ
二
黒
が
快
樂
を
減
殺
す
る
の
故
を
以
っ
て

手
強
く
排
斥
し
π
）
を
大
膿
叉
痛
快
に
論
調
し
陀
。
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・
唯
物
論
の
認
識
論
虚
根
櫨
…
は
威
畳
論
で
あ
る
。
　
ラ
・
メ
ト
ソ
葦
に
衣
で
コ
ン
デ
ィ
　
ヤ
ヅ
ク
（
H
譲
凱

一
嵩
◎
。
O
）
の
域
愚
論
の
稻
導
さ
れ
．
珍
の
は
、
へ
君
ゲ
ル
の
哲
學
吏
の
圖
式
に
は
吻
合
し
な
か
つ
だ
け

れ
ど
、
覆
生
的
に
は
極
め
て
自
然
の
順
序
で
あ
っ
π
と
云
っ
て
よ
か
ら
5
。
（
へ
置
ゲ
川
は
ロ
ッ
ク

の
繭
紬
論
が
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
に
よ
っ
て
佛
國
に
移
植
さ
れ
、
其
結
果
ラ
・
メ
ト
リ
「
の
唯
物
論
生
る
と

謡
い
π
）
。
私
は
叢
に
本
論
交
の
主
題
と
せ
る
人
の
愚
想
に
心
し
て
極
め
て
親
密
な
る
嗣
係
に
立

て
る
ニ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
殊
に
は
、
其
細
濁
畳
論
」
（
準
藁
似
鎌
譲
。
。
窪
鋸
賦
9
置
嵩
竃
）
に
就
い
て
少
し
く
詳
細
に
語
る

義
務
あ
う
と
威
じ
る
。

　
初
め
ロ
ッ
ク
の
忠
實
な
る
學
徒
と
し
て
輩
に
師
説
を
紹
介
雑
読
す
る
に
正
謡
う
し
彼
は
．
威
畳
論
」

に
於
て
初
あ
て
日
家
の
見
を
登
表
し
、
近
世
哲
學
虚
血
最
鉱
毒
著
な
る
威
壁
論
者
と
し
て
世
に
立

つ
π
。
‘
ロ
。
ク
は
認
識
の
生
源
と
し
て
外
的
画
廊
の
外
に
内
的
反
省
を
認
め
π
が
、
謂
ふ
弱
な
く
之

は
極
め
て
不
徹
底
な
る
説
で
あ
る
。
彼
は
禽
ほ
デ
カ
ル
ト
の
物
心
二
元
論
に
捉
は
れ
て
充
分
に

分
析
を
鑑
く
し
て
居
な
い
。
　
ロ
ソ
ク
の
反
省
作
用
な
る
竜
の
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
、
夫
は

外
界
よ
5
の
刺
戟
に
よ
っ
て
生
起
す
る
外
的
細
論
を
素
材
と
す
る
ど
に
よ
っ
て
の
み
。
然
ら
ば

　
　
　
　
メ
ー
ヌ
。
ド
ゥ
・
ビ
ラ
ン
の
鵠
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
三



52S

　
　
　
　
哲
學
獅
究
　
　
鳳
血
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
閥

反
省
内
容
の
生
源
は
外
的
鳳
豊
の
外
に
は
あ
φ
得
な
い
。
實
に
認
識
の
唯
一
生
源
の
威
畳
な
る

こ
と
謹
明
を
要
せ
ざ
る
直
接
自
明
の
事
實
で
あ
る
。
滞
れ
以
上
分
析
を
許
さ
ざ
る
最
根
本
の
事

實
で
あ
る
。
（
「
滅
豊
論
』
に
は
感
畳
が
第
一
事
實
な
る
こ
と
を
定
言
的
に
言
表
せ
る
の
み
に
如
何
な

る
手
績
に
よ
っ
て
之
に
達
す
る
か
蝕
り
説
か
れ
て
無
い
。
　
蛭
類
は
後
の
著
作
に
至
っ
て
比
較
酌

、
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
居
る
）
。
さ
て
塩
辛
は
本
質
上
決
し
て
麺
化
し
な
い
竜
の
で
あ
る
。
赤
の
威

畳
は
鞄
迄
赤
で
あ
っ
て
青
と
も
な
ら
な
け
れ
ば
臼
と
竜
な
ら
諏
。
哲
學
者
は
慮
る
軍
純
不
礎
の

威
畳
が
如
何
の
獲
容
へ
B
O
魯
聖
客
δ
膨
）
如
何
な
る
結
合
の
過
程
に
よ
っ
て
現
實
に
見
る
如
く
複
雑
微

妙
な
る
精
義
現
象
を
顯
現
す
る
に
至
る
か
を
明
示
す
べ
き
の
み
。
勿
論
其
墾
容
結
合
の
順
序
は

自
然
の
順
序
を
再
現
す
る
竜
の
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
顧
。
之
を
分
明
に
せ
ん
か
「
正
し
き
推
理
の
技

術
に
無
限
の
前
盛
」
を
な
し
得
る
で
あ
ら
う
。
（
意
識
緑
起
の
心
理
學
的
説
明
は
同
時
に
論
現
的
思

惟
の
規
範
を
竜
與
皇
得
る
と
思
つ
π
の
で
あ
る
）
。
彼
の
出
襲
織
は
極
め
て
軍
純
で
あ
る
か
の
如

く
に
思
は
れ
る
。
彼
は
軍
純
血
墾
の
偏
窟
．
か
ら
種
々
な
る
糟
聯
作
用
現
象
乃
至
外
界
認
識
の
綴

起
す
る
次
第
を
最
竜
勝
断
鋼
朋
な
ら
し
む
る
詩
的
に
て
、
デ
ィ
デ
η
｝
、
ラ
・
メ
｝
ソ
｝
に
よ
つ
て
既
に

示
唆
さ
れ
π
る
夫
の
有
名
な
る
「
生
け
る
石
像
あ
比
讐
を
用
ゐ
カ
。
内
部
は
吾
等
の
如
く
組
織
さ

れ
屡
屡
凡
て
の
観
念
を
敏
除
せ
る
精
聯
（
謬
霧
鷲
ξ
に
よ
っ
て
活
か
さ
れ
提
る
（
鎗
臨
露
澄
二
の
像
を
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想
激
せ
よ
。
而
し
て
其
の
像
の
外
部
は
全
然
大
理
石
に
て
つ
く
ら
れ
如
何
な
る
威
官
竜
彼
自
身

に
は
使
用
し
得
ず
、
吾
等
は
そ
れ
ぞ
れ
に
相
催
せ
る
印
象
を
受
入
る
る
を
得
せ
し
む
る
様
に
此
等

の
虚
威
官
に
干
て
撰
擁
し
朋
放
を
行
ふ
の
自
歯
を
保
留
す
と
想
像
せ
よ
。
角
憲
鼠
留
訟
悉
翫
蝕
自
。
・

》
。
。
㊤
）
次
に
確
報
番
眼
皮
膚
順
序
に
て
漸
次
に
威
宜
を
開
放
し
て
寝
れ
に
相
懸
す
る
外
界
印
象
を
・

受
け
入
れ
も
め
よ
。
是
等
の
種
々
異
る
戚
畳
が
織
　
時
的
に
移
入
さ
れ
摩
る
結
果
、
自
画
の
如
且
つ

純
受
動
的
な
る
精
華
中
に
如
何
な
る
礎
化
の
生
ず
る
か
を
槻
察
せ
よ
。
然
ら
ば
吾
人
が
紳
秘
的

な
る
能
力
の
差
動
な
る
如
く
妄
信
す
る
注
意
判
断
推
理
を
初
め
と
し
、
欲
望
意
志
貞
我
等
に
至
る

迄
極
め
て
自
然
に
且
つ
明
白
に
縁
面
し
來
る
を
見
る
こ
と
が
出
家
る
で
あ
ら
う
。
之
が
威
、
畳
論
」

の
大
膿
の
プ
ラ
ン
で
あ
る
。

　
先
づ
石
像
の
鼻
を
開
い
て
薔
薇
の
香
を
嗅
が
し
め
だ
と
す
る
。
（
最
初
に
嗅
畳
を
撰
ん
だ
の
は
、

香
の
威
畳
が
凡
て
の
種
類
の
威
畳
申
、
吾
等
の
認
識
の
構
戎
に
あ
っ
か
る
こ
と
最
竜
少
き
も
の
の

知
く
愚
は
れ
て
居
る
か
ら
で
あ
る
。
若
し
之
れ
だ
け
の
箪
一
域
畳
に
よ
つ
て
竜
馬
よ
く
多
く
の

複
雑
な
る
心
意
作
用
を
石
橡
に
起
さ
し
め
る
こ
と
が
出
廃
れ
ば
、
域
画
論
の
嘉
言
を
立
謹
す
る
上

に
有
力
な
る
事
實
的
根
面
と
な
る
で
あ
ら
う
）
。
石
上
の
意
識
は
全
5
薔
薇
の
香
を
以
っ
て
占
領
．

せ
ら
れ
除
毒
無
い
で
あ
ら
う
。
斯
く
意
識
が
或
一
つ
の
威
畳
に
依
っ
て
猫
占
さ
れ
だ
る
状
態
が

　
　
　
　
メ
ー
ヌ
・
ド
ン
ビ
ラ
ン
の
斑
つ
る
麹
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
．
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哲
攣
研
　
究
　
　
第
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六

鞭
ち
人
の
注
意
作
用
と
稔
す
る
竜
の
の
根
本
形
式
で
あ
る
。
而
し
て
幽
香
の
威
畳
は
必
然
に
快

叉
は
苦
の
情
を
生
ず
る
。
否
實
を
云
へ
ば
威
畳
は
同
時
に
面
し
て
常
に
快
苦
の
情
で
あ
る
。
　
一

度
裾
継
の
情
あ
ら
は
る
る
や
夫
は
爾
後
の
凡
て
の
心
意
作
用
を
規
定
し
之
を
し
て
漸
次
複
難
高

等
な
る
意
識
へ
と
養
容
せ
し
む
る
支
配
原
理
と
な
る
。
次
に
香
の
薄
畳
が
長
び
く
印
象
を
注
意

作
用
に
與
ふ
れ
ば
記
憶
と
な
る
。
夫
は
同
時
に
同
情
の
｝
礎
容
に
過
ぎ
な
い
ε
は
云
ふ
迄
竜
な

い
。
詑
憶
か
ら
比
較
が
生
ず
る
。
即
ち
薔
薇
の
香
の
記
憶
を
保
鼠
す
る
石
像
に
和
蘭
…
撫
子
の
香

を
嗅
が
し
め
よ
。
此
二
つ
の
香
に
同
時
に
注
意
を
彿
ふ
こ
と
が
即
ち
比
較
作
用
な
の
で
あ
る
。

既
に
比
較
あ
れ
ば
判
断
生
ず
る
。
亜
聖
と
職
制
と
が
習
慣
的
と
な
う
心
に
蓄
へ
ら
れ
て
系
列
を

な
す
時
鼓
に
観
念
聯
合
の
法
蜀
隆
然
に
生
ず
る
。
然
ら
ば
情
意
的
方
面
の
縁
起
は
如
何
に
と
云

ふ
に
挙
れ
も
極
め
て
簡
翠
で
あ
る
。
過
去
及
現
在
の
二
種
の
香
の
経
験
を
、
そ
の
快
を
興
ふ
る
性

質
と
云
ふ
織
に
於
て
比
較
判
聾
す
る
時
、
欲
望
が
生
ず
る
。
欲
望
は
現
存
の
も
の
よ
φ
一
暦
よ
き

者
て
ふ
観
念
を
予
想
す
る
。
故
に
二
つ
の
瞬
時
的
瓶
態
（
π
と
へ
ば
薔
薇
と
和
蘭
撫
子
の
香
〉
の
相

違
を
争
奪
せ
る
後
で
な
け
れ
ば
襲
生
し
な
い
課
で
あ
る
。
意
志
は
如
何
。
或
欲
望
を
満
足
せ
套

と
の
記
憶
は
他
の
欲
望
も
満
足
し
得
と
の
希
望
を
生
ぜ
し
め
る
。
此
希
望
が
怪
く
戚
ぜ
ら
る
る

に
比
例
し
て
確
信
が
生
し
て
濁
る
。
薪
様
に
し
て
意
志
作
用
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
意
志
と
は
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欲
望
の
心
裏
に
強
ぐ
な
つ
控
も
の
で
而
竜
欲
望
の
野
心
が
吾
力
に
よ
っ
て
得
る
ヱ
と
が
繊
來
る

と
の
威
を
俘
ふ
竜
の
の
謂
に
外
な
ら
な
い
。
荒
れ
で
は
「
我
」
な
る
威
じ
・
は
如
何
に
し
て
生
ず
る
で

あ
ら
う
か
。
最
初
の
薔
薇
の
香
の
威
畳
だ
け
の
時
に
は
勿
論
「
我
」
も
無
け
れ
ば
「
人
馬
」
も
無
い
。
然

る
に
威
畳
の
種
々
攣
化
す
み
に
竜
係
ら
ず
不
愛
な
る
竜
の
が
あ
る
。
之
れ
が
己
れ
は
以
前
に
存

在
し
た
る
竜
の
と
同
扁
で
あ
る
と
制
断
ず
る
。
此
時
我
」
は
生
ず
る
の
で
あ
る
。
農
芸
」
は
意
志
は

勿
論
欲
望
に
竜
先
行
す
る
。
我
欲
す
と
云
ひ
得
る
青
め
に
は
既
に
「
我
」
が
成
立
し
て
居
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
ら
。
然
し
乍
ら
「
我
」
が
「
非
我
」
と
野
立
の
形
を
と
っ
て
明
確
に
意
識
せ
ら
れ
る
警
め
起

は
凡
て
の
滅
畳
申
最
も
根
本
的
な
る
大
切
な
る
威
畳
（
而
し
て
同
時
に
威
情
で
も
あ
る
が
）
即
、
ち
鯛

畳
の
働
き
を
要
す
る
。
（
鯛
畳
と
肖
我
観
念
と
の
關
係
は
第
二
篇
第
蝋
章
に
背
い
て
あ
る
）
。
以
上

は
「
威
叢
論
」
第
一
篇
第
繍
章
よ
・
9
第
三
章
に
至
る
迄
の
問
に
説
か
れ
て
あ
る
露
で
あ
る
。
残
る
重

な
る
章
の
名
を
あ
げ
て
彼
の
議
論
の
二
筋
を
示
さ
う
。
曰
く
、
「
喚
官
の
み
に
限
ら
れ
π
る
入
の
観

念
に
つ
き
て
駄
（
第
四
章
）
、
臼
く
、
「
聴
宮
の
み
に
限
ら
れ
控
る
入
に
つ
き
て
」
、
第
八
章
）
、
曰
く
、
「
嗅
畳
及
聴
畳

の
結
合
に
つ
き
て
」
、
第
九
章
冥
曰
く
、
「
昧
畳
の
み
に
つ
き
て
及
び
嗅
畳
聴
畳
に
結
付
け
る
味
畳
に
っ
き

～
へ
第
十
章
）
、
説
く
、
「
藩
学
の
み
に
限
ら
れ
し
入
に
つ
き
て
」
第
＋
脚
註
、
曰
く
、
嗅
畳
高
塚
昧
畳
と
協
力
す

る
土
塗
に
つ
き
て
累
第
十
二
章
）
。
此
章
目
を
一
瞥
し
π
だ
け
に
て
も
彼
の
言
は
ん
と
欲
す
る
腱
を

　
　
　
メ
ー
ヌ
・
ド
ゥ
・
ビ
　

ラ
ン
の
欝
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
算
五
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
入

略
々
想
見
す
る
に
難
く
な
い
と
思
ふ
。
第
二
篇
に
調
て
、
残
る
一
つ
の
雑
言
即
ち
鯛
官
の
み
を
解

放
し
て
石
像
が
外
界
實
在
（
非
我
）
の
認
識
を
得
る
過
程
を
詳
論
し
、
延
長
距
離
及
賢
士
を
最
下
か
ら

涙
生
し
來
つ
だ
。
第
三
篇
に
て
は
鰯
官
と
他
の
諸
威
官
と
の
協
力
よ
う
し
て
諸
種
の
槻
念
概
念

の
登
生
し
肥
る
こ
と
を
示
し
、
最
後
の
第
四
篇
に
於
て
、
凡
て
の
滅
官
を
働
か
せ
る
が
未
だ
砒
會
生

活
を
螢
嚢
ず
全
く
野
猫
な
る
生
を
認
る
人
を
假
乱
し
て
其
人
に
起
る
諸
種
の
欲
望
威
情
観
念
動

作
の
縁
起
を
細
論
し
だ
。
最
後
に
結
論
し
て
曰
く
「
嘉
賞
の
ま
＼
な
る
物
は
凡
て
其
生
源
を
威
畳

に
有
す
』
。
自
蒙
ま
覧
。
。
8
ぴ
留
日
ぷ
天
と
は
彼
が
股
得
せ
る
竜
の
の
謂
に
外
な
ら
ず
」
と
。
β
q
。
8
）
約

め
．
て
鞍
瓦
へ
ば
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
は
一
切
の
認
識
を
鍵
容
さ
れ
π
る
戚
斜
な
う
と
競
明
し
、
凡
て
の
認
識

の
形
式
を
内
容
の
所
産
と
六
野
し
差
の
で
あ
る
。
其
実
を
行
る
簡
潔
明
快
、
愚
論
を
恋
す
る
精
細

緻
密
、
心
海
の
起
伏
を
俗
ら
圓
や
三
角
形
を
取
扱
ぷ
が
如
く
に
慮
訂
す
る
あ
π
う
は
、
デ
カ
ル
ひ
の

理
想
と
せ
し
普
汎
数
學
を
心
理
學
上
に
實
現
せ
し
も
の
と
見
る
こ
と
が
禺
曇
る
で
あ
ら
う
。

　
吾
意
識
を
如
實
に
観
ず
れ
，
ば
複
難
導
管
に
し
て
須
炎
竜
同
一
轍
態
に
止
る
こ
と
が
無
い
。
　
コ

ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
云
ふ
如
き
不
灘
…
輩
，
純
な
る
鳳
畳
は
何
慮
に
も
認
め
ら
れ
な
い
。
薔
薇
の
滅
畳
も
吾

に
甥
し
て
は
活
き
て
物
言
ふ
威
畳
で
あ
6
、
動
い
て
他
を
生
む
威
畳
で
あ
る
。
　
念
々
相
沸
し
て
流

動
暫
ら
く
竜
已
ま
ざ
る
・
薔
薇
の
感
畳
を
、
彼
の
云
ふ
如
き
濯
元
す
べ
か
ら
ざ
る
固
定
の
本
源
的
事
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實
と
し
て
抽
出
し
撮
る
乙
ど
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
。
鼓
に
方
法
論
の
必
要
が
生
じ
て

來
る
。
彼
は
之
を
分
析
法
に
よ
っ
て
得
だ
と
云
ぷ
。
然
し
「
感
畳
込
醐
」
や
「
論
理
學
」
（
ビ
。
σ
Q
β
戸
一
Φ
頃
G
。
9
に

て
は
軍
に
猫
断
的
に
し
か
立
言
す
る
に
止
っ
て
充
分
の
論
議
が
無
い
。
銭
轡
と
し
て
出
版
ざ
れ

衆
計
算
の
言
葉
」
（
ピ
諮
σ
q
器
師
。
砿
ρ
旨
多
嵩
ゆ
・
。
）
に
於
て
初
あ
て
彼
の
方
法
論
の
詳
細
を
窺
ふ
こ
と
が

出
來
る
。

　
吾
人
の
麗
質
や
推
論
に
は
溌
多
の
誤
謬
が
含
ま
れ
居
る
。
・
こ
れ
皆
「
不
隠
然
」
に
能
力
を
使
用
す

る
が
爲
め
で
あ
る
。
事
物
の
翼
翼
に
徹
し
翼
理
に
達
せ
ん
爲
に
は
「
肖
然
に
還
ら
ね
ば
な
ら
婁
。

（
ル
罫
ソ
蚕
の
言
葉
と
同
じ
い
慮
が
面
癖
い
）
。
肉
池
に
選
る
と
は
何
の
意
で
あ
る
か
。
吾
人
が
激

育
習
慣
謬
説
等
に
よ
っ
て
習
得
せ
る
竜
の
を
梯
ひ
捨
て
観
念
の
源
に
醐
ゐ
、
其
虚
に
疑
ふ
可
ら
ず
．

選
呈
す
可
ら
ざ
る
第
一
事
實
を
登
見
す
る
こ
と
で
あ
る
。
（
ぺ
す
3
ン
の
偶
像
を
捨
て
よ
と
説
け

る
．
と
意
は
同
じ
い
）
。
此
第
旧
事
實
の
肖
然
に
磯
展
す
る
が
ま
＼
の
順
序
を
追
金
し
、
之
を
其
儘
の

順
序
に
再
現
す
る
時
眞
理
を
得
た
と
云
ぷ
。
斯
る
意
昧
の
自
然
に
還
る
方
法
が
即
ち
分
析
法
（
膚

然
的
方
法
）
で
あ
る
。
約
言
す
れ
ば
分
析
法
と
は
凡
て
の
槻
念
を
共
生
源
に
潮
参
て
究
め
、
其
良
然

の
登
展
を
研
究
す
る
も
．
の
に
外
な
ら
な
い
。
槻
念
の
生
源
と
は
謂
ふ
迄
竜
な
く
軍
一
威
畳
の
こ

と
で
あ
る
。
威
畳
は
蕾
に
爽
生
的
意
味
．
に
於
て
の
第
一
事
麗
な
る
の
み
な
ら
ず
、
三
身
に
便
値
上

　
　
　
　
メ
　
喜
　
ヌ
◎
ド
ゥ
。
ビ
　
ラ
　
ン
　
の
　
撫
陶
　
つ
　
る
　
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝
九
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哲
學
研
究
　
　
第
五
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
〇

の
第
一
事
實
で
あ
る
。
デ
カ
ル
ト
の
「
我
思
ふ
』
と
同
、
じ
く
学
理
の
標
準
で
竜
あ
る
の
で
あ
る
。
彼

の
分
析
法
は
綜
合
法
を
竜
兼
ね
π
も
の
で
あ
る
が
、
然
し
ロ
ッ
ク
を
初
め
凡
て
．
の
経
験
論
者
の
常
に

用
み
て
居
だ
心
理
登
生
的
研
究
法
と
少
し
竜
異
る
塵
は
な
い
。
彼
の
新
に
加
へ
た
、
織
は
寧
ろ
此

分
析
法
を
言
誤
的
等
式
に
顯
は
し
唯
名
論
的
標
補
説
を
煩
裟
に
綿
密
に
爽
展
さ
し
た
黙
に
あ
る
。

然
し
其
邊
は
今
の
吾
々
に
は
用
は
無
い
。
（
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
自
身
は
綜
合
法
て
ふ
語
を
特
溺
の
意
味

に
用
ゐ
π
。
普
遍
よ
ウ
特
殊
を
演
繹
し
來
ら
ん
と
す
る
純
理
論
者
の
方
法
を
綜
合
法
と
よ
び
、
彼

の
如
く
特
殊
よ
ウ
普
遍
へ
の
推
移
を
再
現
す
る
分
析
法
と
謝
立
せ
し
め
た
）
。

　
彼
は
其
研
究
を
實
三
論
的
認
識
論
に
限
ウ
、
形
而
上
學
的
に
は
木
可
知
論
を
と
つ
だ
。
即
ち
外

界
二
三
と
意
識
統
叫
の
支
持
者
と
し
て
の
精
紳
と
を
不
可
知
な
れ
ど
竜
其
滞
在
す
る
乙
と
だ
け

ぼ
許
し
だ
。
藁
葺
に
於
て
依
然
と
し
て
ロ
ッ
ク
の
立
揚
を
里
親
う
唯
物
論
に
は
謝
し
な
か
つ
カ
。
宗

敏
・
道
徳
に
甥
し
て
竜
極
あ
て
穏
健
の
見
解
を
と
少
天
啓
の
可
能
を
さ
へ
竜
許
し
た
。
然
し
斯
く

の
如
き
こ
と
は
彼
の
認
識
論
よ
ム
來
る
自
然
の
蹄
結
で
は
な
い
。
彼
の
思
想
を
二
二
せ
る
「
槻
念

論
し
者
の
一
支
涙
に
唯
物
論
に
走
れ
る
も
の
を
多
く
出
し
た
の
は
當
然
の
事
で
あ
る
。

　
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
威
畳
論
」
に
次
で
、
鷹
野
・
啓
蒙
愚
潮
の
総
括
を
示
し
唯
物
論
の
聖
書
と
迄
崇
め
ら

れ
た
る
「
自
然
膿
系
偏
（
o
a
岩
審
き
Φ
飾
①
呼
物
暮
三
冠
Φ
罵
日
9
が
出
　
版
さ
れ
π
け
れ
ど
竜
、
何
等
創
見
の
見
る
べ



き
竜
の
も
無
い
の
で
あ
る
か
ら
鼓
に
紫
説
す
る
必
要
竜
あ
る
ま
い
α

　
　
ラ
・
メ
ト
量
り
一
の
唯
物
論
、
コ
ン
デ
ィ
ヤ
ッ
ク
の
滅
畳
論
こ
の
二
つ
の
中
に
佛
蘭
西
啓
蒙
思
想
の
理
論

　
的
蹄
結
は
最
菟
鮮
や
か
に
無
遠
慮
に
表
現
さ
れ
て
居
る
。
夫
れ
よ
蚤
結
果
す
る
實
践
的
態
度
の

　
　
　
　
　
　
が

　
如
何
な
る
も
の
な
る
べ
き
か
、
今
之
を
改
め
て
述
べ
る
必
要
竜
あ
る
懐
い
。
元
よ
ム
唯
物
論
者
必

　
ず
し
も
利
己
主
義
で
は
な
い
、
利
己
主
義
者
必
ず
し
竜
晶
性
下
劣
で
は
な
い
沖
然
し
之
は
學
設
を

　
裏
切
う
理
知
以
上
に
働
く
或
者
の
工
め
に
然
る
の
で
あ
っ
て
、
其
理
論
其
此
揚
よ
ウ
必
然
に
將
來

　
す
る
竜
の
は
利
己
的
威
畳
的
快
樂
主
義
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
吾
人
は
引
受
代
程
哲
学
の
奪

　
重
せ
ら
れ
哲
學
者
の
威
力
を
揮
ふ
た
時
代
は
紗
い
と
云
っ
た
。
さ
は
．
れ
争
奪
重
其
威
力
は
鯨
う

　
に
高
覧
，
な
る
犠
牲
を
佛
っ
て
臓
ち
得
ら
れ
カ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
吾
意
識
の
脅
螢
性
、
入
営
の
禽

　
由
、
情
意
の
要
求
を
惜
氣
竜
な
く
拠
っ
て
購
ぴ
得
π
る
威
力
で
あ
っ
た
。
我
を
機
械
化
し
自
然
化

　
し
物
質
化
し
黒
く
し
て
の
奪
重
で
あ
っ
た
。
幾
る
我
に
奪
敬
の
念
起
ウ
威
力
備
は
る
と
は
、
世
に

　
不
可
二
二
の
事
で
あ
る
。
慮
我
の
奪
巌
は
何
腱
に
残
っ
て
居
よ
う
。
入
の
力
な
る
竜
の
が
何
露

　
に
．
磯
見
さ
れ
よ
う
。
併
竜
人
は
パ
ス
カ
ル
の
二
つ
距
如
く
、
嵐
に
催
か
れ
て
死
に
ゆ
く
今
は
に
竜

聯
下
畑
死
す
と
の
、
良
器
を
有
す
る
蔵
で
あ
る
、
理
知
の
知
ぢ
綴
濫
理
を
持
て
る
心
胸
を
備
へ
て
居
る
。

　
　
　
　
　
メ
ー
ヌ
●
ド
ゥ
の
ビ
ラ
ン
の
禺
つ
る
迄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

｝
二



　
　
　
　
　
哲
學
研
究
　
策
践
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ニ

醐、，

ﾊ
然
啓
蒙
患
潮
は
先
づ
心
胸
に
生
命
を
托
す
る
詩
八
に
よ
っ
て
、
正
面
よ
う
猛
然
選
る
反
撃
を
加

　
へ
ら
れ
、
次
で
反
省
を
生
命
と
す
る
哲
學
者
に
よ
っ
て
徐
々
な
れ
ど
竜
而
竜
確
實
に
、
其
依
っ
て
立

　
て
る
」
地
盤
を
声
風
よ
う
覆
さ
れ
た
。
　
其
中
の
一
入
に
ク
ザ
ン
に
よ
っ
て
「
マ
声
ブ
ラ
ン
シ
以
來
の

　
佛
國
の
大
面
學
者
』
と
讃
せ
ら
れ
、
ト
ル
｝
マ
ン
に
よ
つ
℃
．
識
・
ク
、
3
ン
デ
ィ
ヤ
・
ク
の
亜
流
に
過
ぎ
ず
」
と

　
賢
し
ら
れ
、
タ
イ
ヌ
に
よ
っ
て
「
著
者
自
身
は
迦
解
す
る
が
護
者
は
理
解
せ
璽
と
駆
け
ら
れ
、
ヰ
ン
デ

　
ル
バ
ン
ト
に
よ
っ
て
．
秀
れ
だ
墨
壷
の
人
」
と
評
せ
ら
れ
、
冷
禽
學
説
の
充
分
世
に
知
ら
れ
ず
殿
轡
相

　
央
す
る
「
孤
濁
の
哲
入
」
メ
ド
ヌ
・
ド
ゥ
・
ビ
ラ
ン
が
居
っ
た
。
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